
1 10 80歳で自分の歯を20歯以上有する者の割合 １　全国に誇れる健康長寿県の実現 目標値の上方修正 補完 健康づくり推進課

2 12 12歳でむし歯のない者の割合 同上 目標値の上方修正 補完 健康づくり推進課

3 49 合計特殊出生率
３　安心して子どもを生み育てられる

環境づくり
目標値の下方修正 代表 こども・青少年政策課

4 54
婚姻数【変更前】
婚姻件数【変更後】

同上 目標値の下方修正、指標名の変更 補完 こども・青少年政策課

5 63 地域子育て支援拠点設置数 同上 目標値の上方修正 補完 子育て支援課

6 88
指定障害福祉サービスの訪問系サービス（居宅介護、重度訪問介護、
行動援護、重度障害者包括支援）サービス量

４　いきいき暮らせる地域共生社会の
推進

目標値の変更
(モニタリング指標への変更)

補完 障がい福祉課

7 89 指定障害福祉サービスの居宅系サービスのグループホーム利用者数 同上
目標値の変更

(モニタリング指標への変更)
補完 障がい福祉課

8 90 指定障害福祉サービスの居宅系サービスの施設入所利用者数 同上
目標値の変更

(モニタリング指標への変更)
補完 障がい福祉課

9 91
指定障害福祉サービスの日中活動系サービスの就労継続支援（B型）
の利用者数

同上
目標値の変更

(モニタリング指標への変更)
補完 障がい福祉課

10 101 危機管理対策マニュアル（地震及び風水害）策定率
５　誰もが安全で安心できる生活の

確保
目標値の変更 代表 食品生活衛生課

11 106 公衆浴場及び旅館・ホテルにおけるレジオネラ属菌検出率 同上 目標値の変更 補完 食品生活衛生課

福島県保健医療福祉復興ビジョンの指標見直しについて

　　○目標値の上方修正　：３件　　○目標値の下方修正　：２件　　○目標値の変更　：６件　　○指標名の変更　：１件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※複数理由に該当する指標があるため、合計件数とは一致しない。

指標区分
指標
番号

　福島県保健医療福祉復興ビジョン策定時点から、見直しを行った指標１１件について、下記のとおり御報告いたします。

No. 指標名 ビジョンの主要施策 見直しの分類 担当課

資料１



変更
前

60 60 60 60 60 60 60 60 60

変更
後

60 60 60 85 85 85 85 85 85

70.6 60.4

変更
前

65 65 65 65 65 65 65 65 65

変更
後

65 65 65 95 95 95 95 95 95

64.0 63.6 66.9

変更
前

1.54 1.57 1.61 1.64 1.67 1.70 1.73 1.76 1.80

変更
後

1.54 1.57 1.61 1.25 1.26 1.28 1.30 1.32 1.33

1.27 1.21 1.15

変更
前

8,000 8,000 8,000 7,000 6,840 6,680 6,520 6,360 6,200

変更
後

8,000 8,000 8,000 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800

6,088 5,599 5,494

福島県保健医療福祉復興ビジョンの指標見直しについて（個票）

ビジョン
指標番号

指標名 見直しの分類 見直しの理由 現況値
目標値
実績値

R4 R5 R6
（単位）

変更後の目標値の
設定根拠

担当課

10
80歳で自分の歯
を20歯以上有す
る者の割合

目標値の
上方修正

R7 R8 R9 R10 R11 R12

実績値

８０２０推進事業等の普及啓発活動の結果、実績
値が目標を上回り、長期的に上昇傾向での推移が
見込まれることから、福島県歯科保健基本計画を
踏まえ、指標の見直しを行う。

44.1
(R1)

目標
値

R5 R6 R7 R8

・福島県歯科保健基本計画(R6.2月策定)
・厚生労働省「歯科口腔保健の推進に関
する基本的事項（第二次）」

健康づく
り推進課

％
(以上)

健康づく
り推進課

ビジョン
指標番号

指標名 見直しの分類 見直しの理由 現況値
目標値
実績値

R4 担当課R9 R10

ビジョン
指標番号

指標名 見直しの分類 見直しの理由 現況値

R11 R12
（単位）

変更後の目標値の
設定根拠

R4 R5 R6 R7 R8

目標
値

％
(以上)

・福島県歯科保健基本計画(R6.2月策定)
・厚生労働省「歯科口腔保健の推進に関
する基本的事項（第二次）」

変更後の目標値の
設定根拠

目標値
実績値

12
12歳でむし歯の
ない者の割合

目標値の
上方修正

フッ化物洗口事業等の普及活動の結果、R6年度の
実績値(66.9%)が目標を上回り、今後も同程度の推
移が見込まれることから、福島県歯科保健基本計
画を踏まえ、指標の見直しを行う。

60.4
(R1)

実績値

実績値

ビジョン
指標番号

指標名 見直しの分類 見直しの理由 現況値
目標値
実績値

担当課

49 合計特殊出生率
目標値の
下方修正

令和6年7月に実施した「結婚・子育てに対する県民の希望と
幸福度調査」では、未婚者結婚希望割合、既婚者の予定する
子どもの数、未婚者の理想の子どもの数は、前回(令和元年)
の同様の調査時より低下している。令和6年12月更新の福島
県人口ビジョンでは、これらをもとに「県民の希望出生率」
を1.51（同ビジョンの令和元年更新時は2.11）と算出し、
2040年に県民の希望出生率1.51を達成することを推計の条件
のひとつとして、2040年に人口150万人程度の維持を人口目
標としている。本指標は県民の希望出生率をもとに目標値を
設定していることから、上記を踏まえ、県民の結婚・子育て
に対する希望の実態にあわせつつ人口目標の達成に向けたも
のとするため、目標値の見直しを行う。

1.48
(R2)

目標
値

―

・「福島県人口ビジョン(R6.12月更新)」
において、福島県民の希望出生率1.51を
2040（令和22）年に達成することを目標
としていることから、当該数値を最終目
標に定め、令和5年の実績値1.21を起点と
して、最終目標に向かって目標値を段階
的に上昇させる設定とした。
・福島県こどもまんなかプラン(R7.3月策
定)

こども・
青少年政
策課

R9 R10 R11 R12
（単位）

R10 R11 R12
（単位）

変更後の目標値の
設定根拠

担当課R4 R5 R6 R7 R8 R9

件
(以上)

・「福島県人口ビジョン(R6.12月更新)」
において、人口目標を達成する水準で人
口が推移した場合、2030（令和12）年に
約9,000人の出生が維持されると見込まれ
ていることから、当該数値を達成するた
めに必要な婚姻件数を試算して目標値と
した。
・福島県こどもまんなかプラン(R7.3月策
定)

こども・
青少年政
策課

実績値

54

【変更前】
婚姻数

【変更後】
婚姻件数

目標値の
下方修正

指標名の変更

・令和6年7月に実施した「結婚・子育てに対する県民の希望
と幸福度調査」では、未婚者結婚希望割合、既婚者の予定す
る子どもの数、未婚者の理想の子どもの数は、前回(令和元
年)の同様の調査時より低下している。令和6年12月更新の福
島県人口ビジョンでは、これらをもとに「県民の希望出生
率」を1.51と算出（同ビジョンの令和元年更新時は2.11）
し、2040年に県民の希望出生率1.51を達成することを推計の
条件のひとつとして、2040年に人口150万人程度の維持を人
口目標としている。上記を踏まえ、県民の結婚に対する希望
の実態にあわせつつ人口目標の達成に向けたものとするた
め、本指標の目標値の見直しを行う。
・当該指標の根拠としている人口動態統計における表記に合
わせて「婚姻件数」に修正。

6,675
(R2)

目標
値
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福島県保健医療福祉復興ビジョンの指標見直しについて（個票）

変更
前

124 125 126 129 130 130 131 131 132

変更
後

124 125 126

130 133

変更
前

60,369

変更
後

60,369

55,185 56,741

変更
前

2,605

変更
後

2,605

2,453 2,562

変更
前

1,996

変更
後

1,996

2,000 1,991

ビジョン
指標番号

指標名 見直しの分類 見直しの理由 現況値
目標値
実績値

R10 R11 R12
（単位）

変更後の目標値の
設定根拠

担当課R4 R5 R6 R7 R8 R9

ヶ所

・現状以上の増加を容易に見込むことは
困難であるため、実績値が出ているR4～6
を除き「増加を目指す」と設定。
・福島県こどもまんなかプラン(R7.3月策
定)

子育て支
援課

実績値

ビジョン
指標番号

指標名 見直しの分類 見直しの理由 現況値
目標値
実績値

63
地域子育て支援
拠点設置数

目標値の
上方修正

子ども・子育て支援交付金により市町村へ適切な
補助を行ったことによって、実績値が目標を達成
したことから、福島県こどもまんなかプランを踏
まえ、指標の見直しを行う。

123
(R1)

目標
値

R10 R11 R12
（単位）

変更後の目標値の
設定根拠

担当課R4 R5 R6 R7 R8 R9

時間/月

・サービス量の増減には様々な要因が考
えられることから、目標値は設定せず、
毎年度の把握、分析に用いる。
・第7期福島県障がい福祉計画・第3期福
島県障がい児福祉計画(R6.3月策定)

障がい福
祉課

R7 R8

実績値

実績値

ビジョン
指標番号

指標名 見直しの分類 見直しの理由 現況値

88

指定障害福祉
サービスの訪問
系サービス（居
宅介護、重度訪
問介護、行動援
護、重度障害者
包括支援）サー
ビス量

目標値の変更
(モニタリング
指標への変更)

第7期福島県障がい福祉計画・第3期福島県障がい
児福祉計画における取扱いと合わせ、モニタリン
グ指標に変更する。

52,062
(R2)

目標
値

担当課R9 R10 R11

担当課

89

指定障害福祉
サービスの居宅
系サービスのグ
ループホーム利
用者数

目標値の変更
(モニタリング
指標への変更)

第7期福島県障がい福祉計画・第3期福島県障がい
児福祉計画における取扱いと合わせ、モニタリン
グ指標に変更する。

2,153
(R2)

目標
値

人

・利用者数の増減には様々な要因が考え
られることから、目標値は設定せず、毎
年度の把握、分析に用いる。
・第7期福島県障がい福祉計画・第3期福
島県障がい児福祉計画(R6.3月策定)

障がい福
祉課

R9 R10 R11 R12
（単位）

変更後の目標値の
設定根拠

目標値
実績値

R4 R5 R6

R7 R8

実績値

ビジョン
指標番号

指標名 見直しの分類 見直しの理由 現況値
目標値
実績値

R4 R5 R12
（単位）

変更後の目標値の
設定根拠

人/月

・利用者数の増減には様々な要因が考え
られることから、目標値は設定せず、毎
年度の把握、分析に用いる。
・第7期福島県障がい福祉計画・第3期福
島県障がい児福祉計画(R6.3月策定)

90

指定障害福祉
サービスの居宅
系サービスの施
設入所利用者数

目標値の変更
(モニタリング
指標への変更)

第7期福島県障がい福祉計画・第3期福島県障がい
児福祉計画における取扱いと合わせ、モニタリン
グ指標に変更する。

2,054
(R2)

目標
値

R6

障がい福
祉課

数値は毎年度把握し分析する

（目標値は設定しない）

増加を目指す

数値は毎年度把握し分析する

（目標値は設定しない）

数値は毎年度把握し分析する

（目標値は設定しない）
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福島県保健医療福祉復興ビジョンの指標見直しについて（個票）

変更
前

6,791

変更
後

6,791

5,520 5,768

変更
前

75 100

変更
後

73 75 77 80 85 90 100

67.3 72.7

変更
前

10

変更
後

16 15 14 13 12 11 10

15.6 7.8 17.8

ビジョン
指標番号

指標名 見直しの分類 見直しの理由 現況値 R4 R5 R6 R7 R8
変更後の目標値の

設定根拠
目標値
実績値

実績値

ビジョン
指標番号

指標名 見直しの分類 見直しの理由 現況値
目標値
実績値

担当課

91

指定障害福祉
サービスの日中
活動系サービス
の就労継続支援
（B型）の利用者
数

目標値の変更
(モニタリング
指標への変更)

第7期福島県障がい福祉計画・第3期福島県障がい
児福祉計画における取扱いと合わせ、モニタリン
グ指標に変更する。

5,232
(R2)

目標
値

人/月

・利用者数の増減には様々な要因が考え
られることから、目標値は設定せず、毎
年度の把握、分析に用いる。
・第7期福島県障がい福祉計画・第3期福
島県障がい児福祉計画(R6.3月策定)

障がい福
祉課

R9 R10 R11 R12
（単位）

R10 R11 R12
（単位）

変更後の目標値の
設定根拠

担当課R4 R5 R6 R7 R8 R9

%

大規模災害に対応できる強靱さを備えた
施設や体制をつくり、安全な飲料水の安
定供給を持続していくため、福島県水道
ビジョン2020で定める暫定目標値(R7年
度)及び目標値(R12年度)を基準として各
年度の目標値を算出し設定した。

食品生活
衛生課

実績値

ビジョン
指標番号

指標名 見直しの分類 見直しの理由 現況値
目標値
実績値

101

危機管理対策マ
ニュアル（地震
及び風水害）策
定率

目標値の変更

能登半島地震における水道施設被災やいわき市に
おける線状降水帯の発生など、近年の災害発生状
況を踏まえ、適切な進行管理のため、各年度の目
標値を設定する。

63.2
(H30)

目標
値

R10 R11 R12
（単位）

変更後の目標値の
設定根拠

担当課R4 R5 R6 R7 R8 R9

%
(未満)

普通公衆浴場及び旅館・ホテルの浴場水
について、条例で定められている基準が
遵守されているかを確認することによ
り、生活衛生推進の維持向上を図る。調
査した施設における検出率を基準年（R2
年度）より段階的に半減することを目標
とし、各年度の目標値を算出し設定し
た。

食品生活
衛生課

実績値

106

公衆浴場及び旅
館・ホテルにお
けるレジオネラ
属菌検出率

目標値の変更
段階的な低減を目指し、適切な進行管理を図るた
め、各年度の目標値を設定する。

20.0
(R2)

目標
値

数値は毎年度把握し分析する

（目標値は設定しない）
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